
留学報告書
渡邊優大

2025年 12月 2日

1 はじめに
University of California San Diego (UCSD)で PhD studentをしている渡邊です*1。制御理論や連
続最適化を研究しています。PhDも 2年目に突入しました。改めて財団のご支援に感謝申し上げ
ます。

オフィスがある建物（FAH）の展望デッキより。

*1 https://watanabeyuto.github.io/
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2 論文・研究の進展など
2.1 京大時代の論文

11月についに京大時代の論文 2本がいずれもジャーナルにアクセプトされました*2*3。ようやく
京大を本当に卒業できた気持ちです。元指導教員の櫻間先生をはじめとする皆さまに心から感謝で
す。採択ジャーナルはともに IEEE Transactions on Automatic Controlです。システム制御理論で
は最高のジャーナルの一つであり、査読期間はともに 1年半以上でした。
この 2本の査読過程でさまざまな教訓を得ました。わたし自身の研究に対するの考え方もこの採
択を契機に変わりつつあります。結果には満足していますが、少なくとも今後この 2本のような論
文を書くことは目指さないでしょう。これは指導教員への不満などでは全くなく、研究テーマや論
文の性質の話です。これらがキャリアハイになってしまわないよう頑張りたいです。（誰かこの話
で飲みましょう）

2.2 H1 最適制御のための非凸非平滑最適化
春頃から取り組んでいる研究です。H1 最適制御とは、外乱にロバストな制御法の一種で制御理
論におけるもっとも基礎的な研究対象のひとつです。理論・応用の双方で長い成功の歴史があり、
航空宇宙など、外乱に強い制御が必要な分野で基礎的役割を果たしてきました*4。しかし、たとえ
ばMATLABの標準ソルバーにもなっているクラシックなH1 制御器設計アルゴリズムですら、そ
の性質はいまいちよくわかっていないという現状があります。たとえば収束レートなどは未解明で
す。ここをなんとか明らかにしようというのが我々の試みで、ディープな制御と最適化の知識を要
する自分の好みの理論研究です。（あとH1 最適制御とか非凸最適化とかなんか響きがかっこいい）
前回のレポートでは有望なアプローチを模索している最中だったのですが、その後答えに辿り着
きました。具体的には、収束レートを導くための鍵となる weak convexityという性質を示すことが
できました。もっともベーシックな劣勾配法 (subgradient method)に関する結果をこの結果は以下
の論文に纏めています。

Y. Watanabe, F.-Y. Liao, and Y. Zheng, “Policy Optimization in Robust Control: Weak
Convexity and Subgradient Methods.”https://arxiv.org/abs/2509.25633。

この論文では、収束性だけでなく、理論的性質の説明やその図解にもこだわりました。わたしの
過去の論文のなかでも随一の完成度になった自信作です。非凸最適化理論の強力さを示す興味深い
結果です。現在はこの論文の発展に取り組んでいます。

3 学会・イベント参加
下半期はさまざまなイベントに参加しました。具体的には、American control conference/ACC

(@Denver)、制御理論若手合宿（@広島）、Southern California Workshop (@UC Irvine)に発表者/共

*2 https://ieeexplore.ieee/org/document/11264282
*3 https://ieeexplore.ieee.org/document/11239461
*4 https://www.math.univ-toulouse.fr/~noll/PAPERS/rosetta.pdf
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